
量子標準 

１．超伝導状態：金属中の電子の相転移 （相転移の例：磁石を温めると磁力が消失） 
２．超伝導の本質は抵抗ゼロでなく、マイスナー効果：内部の磁場を排除しようとする。 
３．超伝導体中の大多数の電子対は、エネルギー的に最も安定な同一の状態を取る。 
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超伝導量子コンピュータ ～超伝導人工原子で量子計算機をつくる～  
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超伝導量子コンピュータサブグループ  
 量子計算実現に必須な技術の確立を目指す：～超伝導量子ビットを用いた「量子バス」 
            および、新たな可能性を有する新提案に関する原理実証実験の実施～ 
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液体窒素温度でマイスナー効果を体験しよう 

超伝導状態を使えば、金属中の夥しい数の電子がたった１つの同一の状態に押し込められる。 「巨視的量子効果」と呼ばれ

るこの現象は、レーザー（光）、超流動（原子）、超伝導（電子）、ボース・アインシュタイン凝縮（光、ポラリトン、原子）で生じて 
いる現象と物理的起源は同じ。この現象を利用すれば、原子や分子の中で起きていた非日常的な  「量子の世界」 を、ピン
セットでつまめるような日常的なスケールに拡大して、起こすことが可能。いわば、大きな人工原子状態を作ることができる。 

マイスナー効果の発見  (1933) 

     超伝導の発見  (1911) ジョセフソン効果の発見  (1962) 

ジョセフソン接合を含む LC回路 で 量子ビット を準備する 

Ginzburg-Landau 理論 (1950) 

   BCS 理論 (1957) 

 原子  超伝導人工原子を使う量子電磁力学へ （circuit QED） 
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